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1.  はじめに 
一般に，授業改善には，教師自身によるリフレクション

が有効であるとされているが，この実施に必要な授業記録

の作成，分析にかかる時間や労力の面から，継続的な実践

は困難となっている．これらの負担を軽減するためには，

授業記録の効率的な作成や，その効果的な分析方法の開発

が必要である．これに対し我々は，授業中の板書内容や教

材提示といった教示内容の一覧を授業全体の流れとあわせ

て表現したふり返り資料により，授業の確認を行う手法を

提案してきた[1]．このなかで我々は，教示内容の一覧と授

業映像を相補的に利用することがリフレクションに有効で

あることを確認している． 
そこで本研究では，授業記録の作成に要する負担の軽減

と，効果的なリフレクションの実現を目的とし，教示内容

と授業映像を電子的に記録するとともに，これらを対応付

け，相補的な確認を可能とする授業リフレクション支援シ

ステムを提案する．本稿では，我々が提案するシステムの

設計，及び実装を明らかにする． 

2.  教示内容と授業映像による授業リフレクション 
我々がこれまでに提案したリフレクション手法では，教

師が授業中に学習者の反応に対応するために行った授業計

画の修正や変更などをふり返るべきポイントと位置付け，

これらを授業全体の流れとともに提示したふり返り資料を

作成し，これを確認することによりリフレクションを行う

[1]．提案手法によるリフレクションを実授業に適用し，観

察，分析したところ，授業中の計画変更や板書内容，提示

した資料，ならびに所要時間に特に着目したリフレクショ

ンが実施できることが確かめられた．一方で，我々が提案

するふり返り資料だけでは，教示行動や，その場の状況等

を思い出せない場合があることも確認された．その際，教

師は当該場面の授業映像の部分的な視聴を要望しているこ

とも確認された[2]． 
そこで，提案するふり返り資料と授業映像の双方を教師

に提供した場合のリフレクションの手順や，その際に教師

が着目する場面を明らかにするため，大学学部生向けの授

業を担当する教師を対象とし，リフレクションの様子を観

察，分析した[3]．その結果，教師は教示内容の一覧が示さ

れているふり返り資料により，まず授業の流れを確認し，

そのうえで，詳細を確認する必要があると判断した場面に

ついて該当する授業映像を視聴するといった手順でリフレ

クションを実施していることが確認された．このとき教師

は，多くの時間を要した場面や，板書や教材提示など何ら

かの教示行動をとった場面と対応する映像場面を視聴して

いることが明らかになった． 
これらのことから，我々が提案するふり返り資料のよう

に，実施した授業の大まかな様子と所要・経過時間を把握

できる資料が作成，提示できれば，教師はビデオ視聴でよ

り詳細な確認が必要と思われる場面を特定できることが予

想され，これにより，既存のビデオ視聴によるリフレクシ

ョンのように，授業の様子を撮影したビデオの 初から

後までを時間をかけて視聴しなくとも，短時間でありなが

ら効率よく授業改善に有効なポイントを把握することが可

能になると考えられる． 

3. 教示内容と授業映像による授業リフレクション  
支援システム 

3.1  授業リフレクション支援システムの提案 
本研究では，教示内容と授業映像を電子的に記録し，記

録した教示内容を授業全体の流れが把握しやすいように提

示するとともに，任意の授業場面や，各授業場面中に教師

が行った教授行動からの教示内容と，講師映像を即座に再

生することができる授業リフレクション支援システムを提

案する． 
本システムでは，教師が授業中に行った板書や教材デー

タの提示といった教示内容を時系列に沿って電子的に記録

する（教示記録）と同時に，教師を中心とした授業風景の

撮影を行い，リフレクションに必要とされるデータの自動

的な記録を可能とする授業記録作成機能と，授業場面の遷

移一覧から，教師が視聴したいと思う任意の場面を容易に

選択し，教示記録と授業映像を再生できる授業記録再生機

能を提供する．このようなシステムを構築することにより，

従来の授業リフレクションにおいて問題とされてきた，授

業記録に要する人員の確保といった負担の軽減が期待でき

る．さらに、授業の流れの直感的な確認や，それに基づく

映像場面の特定により，実施した授業の効率的かつ効果的

な確認を実施でき，教師による継続的なリフレクションの

実施が期待できる． 

3.2  提案システムの設計 
提案システムでは，(1)授業記録作成機能，及び(2)授業記

録再生機能を提供する． 
3.2.1  授業記録作成機能 
本システムでは，授業を実施しながらリフレクションに

必要な教示内容と授業映像の自動記録を行う．このために

本研究では，対話型共有電子黒板システム IMPRESSION[4]
と，映像通信ミドルウェアMidField[5]をシステム的に統合，

拡張し，授業の実施とその教示内容，授業映像の記録を行

う．IMPRESSION は，共有電子黒板上に任意の教材データ

を提示し，これに手描き入力によって説明を加えるともに，
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授業展開にあわせて電子黒板画面を切替えながら授業が行

え，同一教室内で実施される対面授業，及び遠隔授業に対

応可能である．このとき，板書や教材提示，画面切替え等

の操作からなる教示内容は，その実施時刻とともに XML 形

式で記録することができる．また，この教示記録から，実

施した授業を再現することができる．一方，MidField は，

コンピュータネットワークを利用した多地点相互通信に必

要となる各種機能を提供するミドルウェアである．

IMPRESSION 等のほかのアプリケーションから呼び出し可

能な API 及び遠隔コマンドを備えており，ストリーム配信

とともに映像通信が行える．これらの機能により，

IMPRESSION で授業を実施しながら授業映像を記録し，同

時に WMV 形式へのエンコードが行える． 
3.2.2  授業記録再生機能 

本機能では，授業記録作成機能により記録した授業を確

認するための機能を提供する．まず，教示内容一覧表示機

能により，IMPRESSIONの黒板画面の切替え操作に基づき，

授業全体の教示内容の遷移一覧を示す．すなわち，授業全

体の教示内容を記録した教示記録から，黒板画面切替え時

の各画面内容示すサムネイルを作成し，これを時系列に沿

って並べて提示する．また，教示記録から各場面の所要時

間や，板書，静止画・動画教材の提示といった教授行動の

種別を取得し，対応するサムネイル上に提示する．加えて，

より詳細な授業内容の確認のために，個別の場面を選択す

ることにより，教示行動単位での遷移を示すサムネイル一

覧を作成し，これを下段に提示する．また，教示内容一覧，

もしくは教示行動の遷移を示すサムネイルを選択すること

で，対応する教示内容と授業映像を同期再生する． 

3.3  プロトタイプシステムの実装 
以上の設計に基づき，そのプロトタイプシステムとして，

今回，図 1 に示す形で提案システムを実装した．本システ

ムは，教師が授業を実施するための授業実施端末

（IMPRESSION Instructor），授業記録を行うとともに，遠

隔授業のために授業内容の中継を行う授業中継・記録サー

バ，授業記録を再生し，リフレクションを実施するための

端末（IMPRESSION Player for Reflection）から構成される．

なお，本研究では，まず，対面授業を対象としたシステム

を実装した． 
本プロトタイプの実装では，Windows システム上の

VisualBasic.NET2005 を用い，既存の IMPRESSION Instructor 
を拡張するとともに，IMPRESSION Player for Reflection を新

たに実装した．また，授業中継・記録サーバは，既存サー

バと MidField を併用し，利用することとした．図 2 は

IMPRESSION Instructor による授業実施時の様子であり，図

3は IMPRESSION Player for Reflectionにより授業記録を再生

している様子である． 
本システムを実際の授業において使用した結果，設計し

た機能を正しく実行でき，授業リフレクションに利用でき

ることを確認した． 

4.  まとめ 
本稿では，教示内容と授業映像の併用による授業リフレ

クション支援システムの設計，実装について報告した．今

後は，本システムを利用した実証実験を行い，その効果や

特徴を明らかにすることを予定している． 
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図 1 システム構成 
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図 2 IMPRESSION Instructor の実行画面 
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図 3 IMPRESSION Player for Reflection の実行画面 

 
なお，本研究の一部は科研費（20700631）の助成により 

ます． 
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